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❷2009年（平成21年）2月11日

広報よしのがわ

　吉野川市では、市の人事行政の運営について公平性・透明性を確保するため、「吉野川市人事行政の運営
等の状況の公表に関する条例」を定めています。この条例に基づき、市の人事行政の運営状況について、
その概要を公表します。

1 職員の任免および職員数に関する状況2 職員給与の状況

（1） 職員採用の状況 （平成20年４月１日）
・新規採用職員 2人（保育士 1人、幼稚園教諭 1人）
・派遣職員（併任）4人
（2） 職員の退職状況
　　（平成19年４月１日～平成20年３月31日）

（1） 人件費の状況 （平成19年度一般会計決算）

※平成19年度一般会計における市の歳出に占める人
件費の割合を示しています。人件費とは、一般職員
の給料、諸手当、共済費、退職手当負担金などのほ
か、特別職の市長、議員などの給料、報酬などを含
んでいます。

※この図は、平成20年度一般会計当初予算に計上し
た給与費の内訳構成を示しています。総額を一般会
計での職員数443人で割ると１人あたり646万8千円
となります。

（3） 部門別職員数の状況（平成20年４月１日現在）

（4） 年齢別職員数の状況（平成20年４月１日現在）

定年退職 勧奨退職 普通退職 合　計
5人 13 人 0 人 18 人

※平成19年度および平成20年度は県職員３人含む。

（単位：人）

平成19年度
一般会計決算

歳出額 
174億4,899万

2千円 

人件費人件費
41億4,929万1千円41億4,929万1千円
23.8％ 23.8％ 

人件費
41億4,929万1千円
23.8％ 

人件費以外 
132億9,970万1千円

76.2％ 

平成20年度
一般会計当初予算 

職員給与費 
28億6,544万

6千円 

給　料給　料
18億6,259万8千円18億6,259万8千円

65.0％ 65.0％ 

期末・勤勉手当 期末・勤勉手当 
7億8,807万3千円7億8,807万3千円
　　　　　27.5％ 　　　　　27.5％ 

職員手当 
2億1,477万5千円

7.5％

給　料
18億6,259万8千円

65.0％ 

期末・勤勉手当 
7億8,807万3千円
　　　　　27.5％ 
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人事行政の運営状況を公表します

区　分
部　門

職員数 対前年
増減数 主な増減理由

H19 H20

一

般

行

政

部

門

議 会 事 務 局 5 5 0
防 災 局 6 6 0
総 務 部 79 75 △4 推進体制の見直し
市 民 部 72 70 △2
健 康 福 祉 部 139 126 △13 推進体制の見直し
産 業 経 済 部 28 26 △2
建 設 部 35 37 2
選挙管理委員会事務局 1 2 1
農業委員会事務局 4 4 0
監査委員事務局 2 2 0
会 計 課 7 7 0
小 計 378 360 △18

教育
部門

教 育 委 員 会 84 82 △2
小 計 84 82 △2

公営
企業
等
部門

水 道 課 14 14 0
下 水 道 課 21 20 △1
そ の 他 13 18 5 推進体制の見直し
小 計 48 52 4
合　　　　　計 510 494 △16

（2） 職員給与の状況
（平成20年度一般会計予算から抜粋）
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（3） 職員の平均給与月額および平均年齢の状況
（平成20年４月１日現在）

（7） 特別職の報酬等の状況（平成20年4月1日現在）

（8） 職員手当の状況（平成20年度）

※平成19年4月分から平成20年10月分まで市長は15%、
副市長・教育長は10%の給与カットを行っています。

（4） 職員の初任給の状況（平成20年４月１日現在）

（5） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成20年４月１日現在）

（6） 一般行政職の級別職員数の状況
（平成20年４月１日現在）

※この表は、平成20年度当初予算に計上した一般会
計の給与の平均額を職種別に表しています。（給与
とは、基本給である給料と職員手当を合算したもの
です）

区　　分 平均給与月額 平均年齢
一 般 行 政 職 376,422円 43.6歳
教 育 関 係 職 354,248円 42.2歳
技 能 労 務 関 係 職 357,313円 49.0歳

区　　分
吉野川市 国
初任給 初任給

一般行政職
（大卒） 172,200円 172,200円
（高卒） 140,100円 140,100円

区　分 経験年数
10年～14年

経験年数
15年～19年

経験年数
20年～24年

一　般
行政職

（大卒） 272,900円 307,900円 352,300円

（高卒） 243,600円 285,400円 337,900円

区　分 給料月額等 期末手当

給料

市　　　長 900,000円

６月期　1.6月分
12月期　1.7月分
───────
　計　　3.3月分

第一副市長 720,000円

第二副市長 700,000円

報酬

議　　　長 430,000円

副　議　長 380,000円

議　　　員 350,000円

●期末・勤勉手当

期末手当 勤勉手当

６ 月 期 1.40月分 0.75月分

12 月 期 1.60月分 0.75月分

計 3.00月分 1.50月分

加算措置 ●職制上の段階、職務の級等による
　加算措置あり

●住居手当

区　分 支　給　金　額

借　家
借　間
居住者

●月額23,000円以下の家賃等を支払っ
　ている職員
　（家賃額から12,000円を控除した額）
●月額23,000円を超える家賃等を支払
　っている職員
　（23,000円を超える額の1/2に11,000
　円を加えた額）
　（最高支給限度額27,000円）

自家居住者 ●世帯主である職員　　3,500円

●退職手当

自己都合 勧奨・定年

勤 続　20  年 23.5月分 30.55月分

勤 続　25  年 33.5月分 41.34月分

勤 続　35  年 47.5月分 59.28月分

最 高 限 度 額 59.28月分 59.28月分

その他の加算措置 ●定年前早期退職特例加算
　（3％～ 30％加算）

退職時特別昇給 ●なし

●時間外勤務手当

年　　　　度 平成19年度

支 給 総 額 3,663万5千円

職員１人あたりの平均支給額 94,178円

区分 標準的な職務 職員数
（人）

構成比
（％）

７級 部長、次長またはこれに相当
する職務 13 4

６級

１課長またはこれに相当する
職務
２特に困難な業務を分掌する
課長補佐またはこれに相当
する職務

117 34

５級

１課長補佐またはこれに相当
する職務
２困難な業務を分掌する主査
の職務

44 13

４級
１係長またはこれに相当する
職務
２主査の職務

27 8

３級 特に高度の知識または経験を
必要とする業務を行う職務 77 23

２級
定型的な業務を行う職務

44 13
１級 18 5
計 340 100
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●扶養手当

●通勤手当

●特殊勤務手当

●育児休業の取得状況

扶 養 親 族 配偶者が
扶養親族

配 偶 者 が
扶養親族でない 配偶者なし

配　　偶　　者 13,000円 ─ ─
子・父母等のうち1人目 6,500円 6,500円 11,000円
子・父母等のうち2人目 6,500円 6,500円 6,500円
その他の扶養親族 6,500円 6,500円 6,500円
15～22歳の子の加算 5,000円 5,000円 5,000円
※扶養家族とは、主として職員に扶養されている者。
子とは、満22歳に達する日以降の最初の３月31日ま
での間にある子。

支　給　月　額
●自動車等を使用し通勤距離が２㎞以上の者に支給される。

●   2㎞～   5㎞未満
●   5㎞～ 10㎞未満
● 10㎞～ 15㎞未満
● 15㎞～ 20㎞未満
● 20㎞～ 25㎞未満
● 25㎞～ 30㎞未満
● 30㎞～ 35㎞未満
● 35㎞～ 40㎞未満
● 40㎞～ 45㎞未満
● 45㎞～ 50㎞未満
● 50㎞～ 55㎞未満
● 55㎞～ 60㎞未満
● 60㎞以上

 2,000円
4,100円
6,500円
8,900円
11,300円
13,700円
16,100円
18,500円
20,900円
21,800円
22,700円
23,600円
24,500円

年　　　度 平成19年度
手 当 支 給 職 員 数 109人
支 給 総 額 964万1千円
職員1人あたりの平均支給額 88,454円
手 当 の 種 類 19種類

代
表
的
な
手
当

名　　称 支　給　対　象

市税事務従事手当 市税徴収金の徴収および税務
業務に従事する職員

上水道施設修理従事
手当

上水道施設の修理業務に
従事する職員

ケースワーカー業務
従事手当

福祉に関する業務に専ら
従事する職員

清掃業務従事手当 ごみ収集業務等に従事す
る職員

汚水処理作業従事手
当

汚水処理業務に従事する
職員

感染症防除等業務従
事手当

感染症等防除業務に従事
したとき

行路病人・死亡人取
扱業務従事手当

行路病人・死亡人の取扱業
務に実地に従事したとき

（9） 国との給料月額の水準比較
　　（ラスパイレス指数）の状況

※ラスパイレス指数は、国家公務員の給料を100と
した場合の市職員の給与水準を示したものです。

（1） 勤務時間の状況（平成19年度）

（2） 休暇制度の状況（平成19年度）

　（平成19年度に新たに育児休業を取得した職員数）

年 度 平成20年度

一 般 行 政 職 99.0

3 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

勤　
　

務　
　

時　
　

間　
　

な　
　

ど

本庁などの場合
　月曜日～金曜日（休日除く）
　　勤務時間：8時30分～ 17時15分
　　うち休憩時間45分

保育所の場合
　月曜日～金曜日（休日除く）
　　勤務時間：7時30分～ 19時までの間で
　　　　　　　8時間（時差勤務）
　　うち休憩時間45分
　土曜日（休日除く）
　　勤務時間：8時～ 17時30分までの間で
　　　　　　　8時間（時差勤務）
　　うち休憩時間45分

幼稚園の場合
　月曜日～金曜日（休日除く）
　　勤務時間：7時45分～ 17時15分までの間で
　　　　　　　8時間（時差勤務）
　　うち休憩時間45分

年 次 有 給
休暇の概要

制　度　概　要 平均取得日数

１年度につき20日付与。
現年度付与分のみ翌年
度に繰り越し可。

11.9日

区　　分 育児休業取得者数（人）

男 性 職 員 0

女 性 職 員 9

計 9
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●特別休暇

主　

な　

特　

別　

休　

暇　

な　

ど

種　　類 内容、取得条件等 付　与　日　数

ド ナ ー 休 暇 職員が骨髄移植のための骨髄液の提供者として、
検査、入院等が必要なとき 必要期間

結 婚 休 暇 職員の結婚に伴う必要と認められる行事等 10日を超えない期間

産 前 休 暇 8週間以内（多児出産の場合は14週間）に出産予
定である職員 出産の日までの申出期間

産 後 休 暇 職員が出産したとき 8週間以内の期間

育 児 時 間 休 暇
生後満1年に達しない子を育てる職員が、必要と
認められる授乳等を行うため勤務しないことがや
むを得ないと認められるとき

1日2回それぞれ30分以内の期間

妊娠通勤緩和休暇 妊娠中の職員が、通勤に伴う負担を緩和するため
勤務しないことがやむを得ないと認められるとき 1日60分以内の期間

妊娠または分娩後
の保健指導または
健 康 診 査 休 暇

妊娠中または分娩後に母子保健法第10条または第
13条に規定する保健指導または健康診査を受ける
場合

妊娠７月　　　　　4週間に1回
妊娠８～９月　　　2週間に1回
妊娠10～分娩まで　1週間に1回
分娩後１年まで　　　　　 1回

生 理 休 暇 生理日において勤務することが著しく困難な場合 3日を超えない範囲で必要と認
められる期間

妊 娠 障 害 休 暇 職員が妊娠障害のため勤務が著しく困難な場合 当該妊娠期間中、7日の範囲内

配偶者出産休暇 職員が妻の出産に伴い出産の付き添い等の場合 出産のため入院等する日から、
出産から2週間の期間で3日以内

子 の 看 護 休 暇 小学校就学の始期に達するまでの子を養育する職
員が、その子を看護する必要があるとき 1つの年に5日以内

忌 引 休 暇 職員の親族が死亡したとき

続柄に応じて付与
　　　配偶者　　10日以内
　　　血族父母　10日以内
　　　〃　　子　７日以内
　　　姻族父母　３日以内　等

リフレッシュ休暇
在職期間が10年、15年、20年、25年、30年、35年、
または40年に達した職員が心身のリフレッシュを
図るとき

在職　10年20年30年または40年
　　　　　　　　　　５日以内
　　　15年25年または35年　　
　　　　　　　　　　３日以内

夏 期 休 暇 夏期における諸行事、心身の健康の保持および増
進等を行うとき

7月から9月までの期間で、7日
以内

6 職員の研修の状況 4 職員の分限および懲戒処分の状況

5 職員の服務の状況

高度化、多様化する住民ニーズに的確に対応するた
め、職員の資質・勤務能率の向上に努めています。
　　　（平成19年４月１日～平成20年３月31日）

処分者等の状況（平成19年4月1日～平成20年3月31日）

職員服務の基準
　地方公務員法第30条に「全ての職員は、全体の奉
仕者として公共の利益のために勤務し、かつ、職務
の遂行に当たっては、全力を挙げてこれに専念しな
ければならない。」と規定されています。職員には、
命令に従う・秘密を守るなどの義務や信用失墜行為・
争議行為の禁止などが課されています。
　平成19年４月１日から平成20年３月31日までの期
間に違反者はありませんでした。

研修の名称
（派遣研修）

受講者
延べ人数 研修の内容

派 遣 研 修
（徳島県自治研修
　　　    センター）
（市町村アカデミー）

　　　　等

125

2

法制執務・パソコ
ン研修・契約事務
講座等、法令実務・
財政運営

職 場 内 研 修 575
人権研修・接遇研
修・新人研修・メ
ンタルヘルス研修

合　　計 702

分限処分 懲戒処分

処分内容 処分者数（人）
免　職 0
降　任 0
休　職 8
降　給 0
失　職 0

処分内容 処分者数（人）
免　職 0
停　職 0
減　給 0
戒　告 0
訓告等 0
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★人事行政の運営状況はホームページ
　でも公開しています。

市ホームページアドレス

http://www.city.yoshinogawa.lg.jp

●問い合わせ●

市総務課 ☎　  223122○

7 公平委員会に係る業務の状況

（1） 公平委員会の概要
　公平委員会は、地方公務員法第７条第２項の規定
により設置されており、その権限は同法第８条第２
項において定められております。その主な内容は次
のとおりです。
•職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する
　措置の要求を審査し、判定し、および必要な措置
　を執ること
•職員に対する不利益な処分についての不服申し立
　てに対する決裁または決定をすること
•職員の苦情を処理すること

（2） 公平委員会の業務状況
（平成19年４月１日～平成20年３月31日）

業　務　の　種　別 件　数

勤務条件に関する措置の要求の状況 ０　件

不利益処分に関する不服申し立ての
状況

０　件

苦情の処理の状況 ０　件

　  梅の花見ウォーク
■とき　3月1日（日）（小雨決行、悪天候の場合は3月8日（日）に順延）
■集合場所　美郷ふれあい公園（駐車場／美郷中学校校庭）
■受付開始　午前9時　※午前10時から歓迎式が行われます。
■出発　午前10時30分
■コース　中古井コース／重野尾・愛後コース（ともに10㎞）、重楽
寺コース（7㎞）、宗田コース（3㎞）

　会場では、オープニングセレモニーとして、平八幡神社奉納獅子
舞や、午後１時からは「小梅の種とばし大会」を行います。

　  梅の花写真コンテスト
　美郷の梅の花を題材とした、四つ切り程度の写真を募集します。
　（１人１点限り）
■提出場所　美郷物産館
■募集締切　3月20日（金）（当日消印有効）

　  美郷の梅林を散策しよう
■とき　2月22日（日）～3月15日（日）ごろ
■内容　美郷の梅林の散策、美郷温泉（食事・入浴）
　●日帰り宴会プラン（15人以上の団体）
　　会席コース・ボタン鍋コース
　　１人前3000円～
　●無料送迎バス　15人程度～
　　詳しくは、お問い合わせください。

美郷温泉　☎ 43 2626

　今年も美郷の梅の花まつりの季節がやってきました。
見ごろは2月中旬から3月中旬です。期間中はイベントが
盛りだくさんですので、ふるってご参加ください。

問い合わせ・申し込み
問い合わせ

  美郷物産館               ●ホームページアドレス●　
　☎ 26 7888          http://www.tsci.or.jp/misatoya/
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国
民
年
金
だ
よ
り

ま
す
。

●
戸
別
訪
問
の

際
は
、
顔
写
真

入
り
の
納
付
督

励
員
証
明
書
を

提
示
し
ま
す
。

●
お
客
さ
ん
が
保
険
料
納
付
書
を

お
持
ち
の
場
合
に
限
り
、
そ
の
場

で
保
険
料
を
お
預
か
り
し
て
収
納

し
ま
す
。
お
客
さ
ん
が
納
付
書
を

お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
納
付
督

励
員
が
現
金
を
お
預
か
り
し
て
領

収
書
を
発
行
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

●
民
間
事
業
者
に
提
供
す
る
個
人

情
報
は
、
国
民
年
金
保
険
料
納
付

の
案
内
を
行
う
た
め
に
必
要
と
な

る
国
民
年
金
情
報
に
限
定
し
て
い

ま
す
。
取
り
扱
い
事
業
者
に
対
し

て
は
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
」
や
当
庁
独
自
の
取
扱
規

程
、
本
事
業
に
係
る
委
託
契
約
書

等
で
、
目
的
外
使
用
や
閲
覧
・
漏

え
い
、
複
写
等
を
禁
じ
る
な
ど
、

厳
格
な
安
全
管
理
措
置
を
講
じ
て

い
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
業
務

は
平
成
20
年
10
月
か
ら
、
徳
島
県

内
の
全
社
会
保
険
事
務
所
に
お
い

て
、
民
間
の
事
業
者
が
行
っ
て
い

ま
す
。
社
会
保
険
庁
（
徳
島
社
会

保
険
事
務
局
）
か
ら
委
託
を
受
け

た
民
間
業
者
が
、
電
話
や
文
書
、

戸
別
訪
問
等
で
国
民
年
金
保
険
料

納
付
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

受
託
民
間
事
業
者
名

エ
ー
・
シ
ー
・
エ
ス
債
権
管
理
回

収
株
式
会
社

受
託
期
限　

平
成
22
年
９
月
30
日

ま
で

　

民
間
業
者
が
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
に
つ
い
て
ご
案
内
す
る
場

合
は
、
必
ず
次
の
ル
ー
ル
を
守
り

ま
す
。
不
審
な
点
が
あ
れ
ば
、
徳

島
北
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
電
話
ま
た
は
戸
別
訪
問
の
際
は
、

「
社
会
保
険
庁
（
徳
島
社
会
保
険

事
務
局
）
か
ら
、
国
民
年
金
保
険

料
の
収
納
業
務
を
委
託
さ
れ
て
い

る
エ
ー
・
シ
ー
・
エ
ス
債
権
管
理

回
収
㈱
の
○
○
で
す
」
と
名
乗
り

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

☎
㉒
２
２
１
３

国
民
年
金
保
険
料
収
納
事
業

の
市
場
化
テ
ス
ト
（
民
間
委

託
）
の
お
知
ら
せ

川
島
万
葉
植
物
園

〈表紙写真〉

カ
エ
デ　
　
　
　

カ
エ
デ
科

　

川
島
万
葉
植
物
園
に
あ
る
カ

エ
デ
は
、
主
に
温
帯
に
分
布
す

る
落
葉
木
本
で
す
。
カ
エ
デ
の

名
称
の
由
来
は
、
葉
が
カ
エ
ル

の
手
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら

「
カ
エ
ル
デ
」
と
呼
ば
れ
、
そ

れ
が
転て

ん

訛か

し
た
も
の
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
『
わ
が
屋や

戸ど

に　

黄も

変み

つ

鶏か
へ
る
で

冠
木　

見
る
ご
と
に　

妹い
も

を

懸か

け
つ
つ　

恋
ひ
ぬ
日
は
無
し
』

　
　
　
　
　
（
大
伴
田
村
大
嬢
）

と
書
か
れ
た
歌
碑
が
添
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
「
私
の
家
の
庭
先
で
色
づ
い

て
い
る
カ
エ
デ
を
見
る
た
び
に
、

あ
な
た
を
心
に
か
け
て
、
逢
い

た
い
と
思
わ
な
い
日
は
あ
り
ま

せ
ん
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　
　
（
資
料
提
供　

眞
鍋
佳
資
）

咲
か
そ
う
人
権
の
花

―
森
山
地
区

　
　

人
権
教
育
推
進
協
議
会
―

　

森
山
地
区
人
権
教
育
推
進
協
議

会
は
、
森
山
地
区
公
民
館
に
事
務

局
を
お
き
、
森
山
の
す
べ
て
の
人

が
楽
し
く
明
る
い
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

  

中
で
も
、
20
年
以
上

続
い
て
い
る
人
権
問
題

班
別
話
し
合
い
実
践
は
、

人
推
協
力
員
と
自
治
会
、

教
職
員
、
保
護
者
が
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み

で
す
。
平
成
20
年
度
は
、

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
柱

に
し
て
事
前
研
修
会
を

行
い
、
子
ど
も
会
単
位

で
、
夏
季
休
業
中
に
地
元
の
集
会

所
等
で
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

正
し
い
知
識
を
持
ち
真
実
を
知
る

こ
と
の
大
切
さ
、
子
ど
も
に
正
し

い
こ
と
を
伝
え
る
大
人
の
責
務
、

家
庭
で
の
話
し
合
い
の
必
要
性
を

痛
感
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
の

指
針
を
互
い
に
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。「
年
に
１
回
、
人

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）
☎
㉒
２
２
２
９

権
に
つ
い
て
勉
強
す
る
機
会
を
つ

く
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
に
感

謝
し
て
い
る
。」
と
い
う
力
強
い

感
想
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

  

ま
た
、
11
月
下
旬
の
日
曜
日
に

実
施
し
て
い
ま
す
地
区
人
権
教
育

推
進
大
会
は
、
保
護
者
を
は
じ
め

多
く
の
地
域
住
民
が
集
う
場
で
す
。

園
児
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で
が
、

日
ご
ろ
の
人
権
学
習
の
成
果
を
構

成
劇
や
オ
ペ
レ
ッ
タ
（
歌
劇
）
で

発
表
し
、
人
権
教
育
・
啓
発
の
重

要
な
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
熱
演
に
拍
手
を

送
り
、
会
場
が
一
つ

の
輪
に
な
っ
て
歌
う

と
き
、
一
人
ひ
と
り

の
顔
が
輝
き
、
ま
る

で
人
権
の
花
が
咲
い

た
か
の
よ
う
で
し
た
。

  

当
推
進
協
議
会
は
、

森
山
に
人
権
の
花
を
咲
か
せ
、
根

付
か
せ
て
い
く
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
も
、
地
域
・
学
校
・
家
庭
が
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
で
す
。
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いろいろな思いを込めて飾られたイルミ
ネーション

　

12
月
８
日
、
鴨
島
町
森
藤
の
平

野
ミ
ヨ
さ
ん
、
12
月
18
日
、
鴨
島

町
知
恵
島
の
笠
井
ト
ク
コ
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、

市
や
県
か
ら
祝
い
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
野
さ
ん
は
、
新
聞
を
読
む
の

が
日
課
で
、
食
事
は
好
き
嫌
い
な

く
食
べ
ま
す
。
ま
た
、
プ
ロ
野
球

の
巨
人
フ
ァ
ン
で
、
い
つ
も
テ
レ

ビ
観
戦
し
て
い
ま
す
。
よ
く
笑
い

朗
ら
か
な
性
格
で
、
孫
夫
婦
と
一

緒
に
食
事
を
し
た
り
、
話
を
し
た

り
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

　

笠
井
さ
ん
は
、
４
年
前
か
ら
市

内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
生

活
し
て
お
り
、
健
康
状
態
は
良
好

で
す
。
行
事
に
も
よ
く
参
加
し
、

特
に
若
い
こ
ろ
か
ら
歌
が
大
好
き

で
、
民
謡
や
唱
歌
ク
ラ
ブ
の
活
動

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

阿
波
踊
り
も
好
き
で
す
。

　

２
人
と
も
お
元
気
で
、
誕
生
日

に
は
家
族
等
に
祝
福
さ
れ
て
「
あ

り
が
と
う
。
う
れ
し
い
で
す
。」

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
23
人
（
女
性
22
人
、
男
性

１
人
）
に
な
り
ま
し
た
。

笠井トクコさん 平野ミヨさん

　

12
月
２
日
か
ら
１
月
３
日
の
午

後
５
時
か
ら
10
時
に
か
け
て
、
向

麻
山
公
園
の
芝
生
広
場
に
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
灯
し
ま
し
た
。

　

上
浦
小
学
校
の
５
・
６
年
生
、
保

護
者
、
教
員
お
よ
び
地
元
の
皆
さ

ん
で
、
多
く
の
電
球
を
飾
り
ま
し
た
。

第
５５
回
徳
島
駅
伝

消
防
団
年
末
警
戒

　

12
月
20
・
21
日
、
美
郷
の
高
開

地
区
で
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
高

開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
（
美
郷

宝
さ
が
し
探
検
隊
主
催
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

幾
重
に
も
重
な
る
石
積
み
は
並

べ
ら
れ
た
ラ
イ
ト
で
照
ら
さ
れ
、

美
郷
の
冬
空
に
幻
想
的
な
光
景
を

浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
し
た
。
ま
た
、

訪
れ
た
人
々
は
、
ジ
ャ
ン
ベ
（
ア

フ
リ
カ
の
民
族
楽
器
）
の
演
奏
を

聞
い
た
り
、
記
念
撮
影
を
し
た
り

し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

１
月
４
日
か
ら
３
日
間
、
徳
島

県
内
を
コ
ー
ス
と
す
る
徳
島
駅
伝

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
吉
野
川
市

は
、
９
位
と
前
回
よ
り
順
位
を
落

と
し
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
表
彰
と

し
て
第
２
日
目
で
敢
闘
賞
、
ま
た

　

12
月
27
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、

市
消
防
団
の
年
末
警
戒
が
各
方
面

の
消
防
団
ご
と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
が
車
や
徒
歩
で
、
市
民

の
方
に
火
の
用
心
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

市民を守る消防団員たち
吉野川合同庁舎前を再スタート
（３日目第42区）

文化庁の「文化的景観」重要地域にも指定
されている見事な石積みの光景

地元の方からあめ湯のサービスを受け、
ジャンベの演奏に聞き入る観客たち

百
歳
の
お
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

向
麻
山
公
園
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

個
人
表
彰
と
し
て
敢
闘
賞
に
湯
口

武
夫
選
手
が
選
ば
れ
、
来
年
に
つ

な
が
る
走
り
を
見
せ
ま
し
た
。

「生ごみ」はリサイクルできる「資源」です
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１
月
11
日
、
鴨
島
第
一
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
吉
野
川
市
消
防

団
の
出
初
式
が
開
催
さ
れ
、
功
労

者
へ
の
表
彰
や
観
閲
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

主
な
表
彰
の
受
賞
者
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

徳
島
県
知
事
表
彰

▼
田
中
幸
治
（
鴨
島
方
面
第
２
分

団
長
）
▼
清
水
稔
久
（
鴨
島
方
面

第
４
分
団
長
）
▼
坂
野
益
男
（
鴨

島
方
面
第
９
分
団
長
）
▼
筒
井
節

男
（
鴨
島
方
面
第
12
分
団
長
）
▼

市
川
浩
章
（
鴨
島
方
面
第
13
分
団

長
）
▼
久
保
正
美
（
美
郷
方
面
第

３
分
団
長
）
▼
藤
岡
廣
美
（
美
郷

方
面
第
５
分
団
長
）▼
上
松
透（
川

島
方
面
第
２
分
団
副
分
団
長
）
▼

浦
野
英
紀
（
川
島
方
面
第
６
分
団

副
分
団
長
）
▼
関
口
賢
吉
（
川
島

方
面
第
８
分
団
長
）▼
益
田
勉（
山

川
方
面
第
４
分
団
副
分
団
長
）
▼

熊
代
美
仁
（
山
川
方
面
第
６
分
団

副
分
団
長
）
▼
三
木
啓
行
（
山
川

方
面
第
７
分
団
副
分
団
長
）
▼
赤

岩
操
（
山
川
方
面
第
８
分
団
副
分

団
長
）

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

◇
功
績
章

▼
谷
本
充
男
（
山
川
方
面
第
５
分

団
長
）
▼
真
鍋
年
雄
（
山
川
方
面

第
５
分
団
副
分
団
長
）
▼
岸
田
益

雄
（
鴨
島
方
面
第
１
分
団
長
）
▼

後
藤
田
賀
博
（
鴨
島
方
面
第
６
分

団
長
）
▼
猪
井
博
久
（
美
郷
方
面

第
１
分
団
長
）
▼
藤
村
和
行
（
美

郷
方
面
第
４
分
団
長
）
▼
阿
部
耕

一
（
川
島
方
面
第
１
分
団
長
）
▼

柳
本
義
雄
（
川
島
方
面
第
10
分
団

長
）

◇
精
績
章

▼
篠
原
和
久
（
山
川
方
面
第
１
分

団
副
分
団
長
）
▼
桑
野
一
美
（
山

川
方
面
第
１
分
団
部
長
）
▼
中
村

史
治（
山
川
方
面
第
６
分
団
部
長
）

▼
伊
月
学
（
山
川
方
面
第
８
分
団

部
長
）
▼
佐
原
常
生
（
鴨
島
方
面

第
４
分
団
副
分
団
長
）
▼
中
川
陽

三
（
鴨
島
方
面
第
５
分
団
副
分
団

長
）
▼
桑
原
清
（
鴨
島
方
面
第
６

分
団
副
分
団
長
）▼
西
浦
克
男（
鴨

島
方
面
第
９
分
団
副
分
団
長
）
▼

谷
木
実
（
鴨
島
方
面
第
12
分
団
副

分
団
長
）
▼
堀
江
一
好
（
鴨
島
方

面
第
13
分
団
副
分
団
長
）
▼
阿
部

直
司
（
川
島
方
面
第
１
分
団
副
分

団
長
）
▼
山
野
井
稔
（
川
島
方
面

第
３
分
団
長
）
▼
横
田
孝
章
（
川

島
方
面
第
８
分
団
副
分
団
長
）
▼

富
田
保
正
（
川
島
方
面
第
10
分
団

副
分
団
長
）
▼
松
原
勲
（
美
郷
方

面
第
３
分
団
副
分
団
長
）
▼
東
出

吉
野
川
市
消
防
団
出
初
式

新
成
人
と
市
長
と
の
座
談
会

　

文
化
財
防
火
デ
ー
の
１
月
26
日
、

山
川
町
の
西
福
寺
で
、
徳
島
中
央

広
域
連
合
西
消
防
署
、
地
元
の
消

防
団
を
中
心
に
、
文
化
財
防
火
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
15
日
、
市
役
所
で
新
成
人

と
市
長
が
市
の
将
来
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
す
座
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

新
成
人
の
代
表
５
人
と
市
長
ほ

か
市
の
幹
部
ら
が
出
席
し
、
新
成

人
に
地
元
の
魅
力
や
不
満
な
点
な

ど
に
つ
い
て
意
見
を
聞
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
新
成
人
は
地
元
の
魅新成人と市長との座談会の様子

新成人からは、たくさんの意見が出されました

訓練参加者による消火訓練
文化財や重要物に見立てた箱を運び
出す地元住民の皆さん

市民の生命と財産を守るため日々励んで
いる消防団員

後
席
も　

命
を
守
る　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

住
友　

由
香
（
牛
島
小
学
校
六
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

文
化
財
や
山
林
の
防
火
訓
練

力
を
「
自
然
に
恵
ま
れ
て
お
り
、

堀
割
峠
か
ら
見
る
夜
景
の
素
晴
ら

し
さ
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
」「
近
所
づ
き
あ
い
が
よ

く
、
あ
っ
た
か
い
感
じ
が
す
る
」

な
ど
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
不
満

な
点
に
つ
い
て
「
観
光
で
満
足
さ

せ
る
に
は
、
何
か
一
工
夫
が
必
要

だ
」「
市
内
に
は
娯
楽
施
設
が
少

な
い
よ
う
に
思
う
」
な
ど
の
意
見

も
出
ま
し
た
。

コンポスト（堆肥）化で「生ごみ」ゼロをめざしましょう！

元
信
（
美
郷
方
面
第
４
分
団
副
分

団
長
）

▽
徳
島
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

（
内
助
の
功
）
６
人
▽
吉
野
川
市

分
会
長
表
彰
34
人
▽
吉
野
川
市
長

表
彰
24
人
▽
吉
野
川
市
消
防
団
長

表
彰
６
の
分
団
▽
吉
野
川
市
長
感

謝
状
29
人
▽
吉
野
川
警
察
署
長
感

謝
状
４
人
・
１
の
分
団

　

地
元
の
自
治
会
や
自
主
防
災
会

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
初
期
消
火

や
文
化
財
や
重
要
物
に
見
立
て
た

箱
を
運
ぶ
な
ど
の
訓
練
、
ま
た
こ

の
訓
練
に
参
加
し
た
方
々
を
対
象

に
、
消
火
器
の
取
扱
訓
練
も
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
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平
成
２１
年

吉
野
川
市
成
人
式

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
車
来
た　

ち
ょ
っ
と
ス
ト
ッ
プ　

そ
こ
の
君

檜　

紗
也
（
森
山
小
学
校
六
年
）

虐待に気づいたときは、地域包括支援センターへ一報を！（☎㉕6627）

新成人の代表で組織する実行委員会の皆さ
んが、式典の司会進行などで活躍しました

あいさつをする
実行委員長の和
田諭史さん

新成人を代表して謝辞を述べる貞野有美さん

色とりどりの晴れ着を身にまとった新成人たち

　

１
月
３
日
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
平
成
21
年
の
成
人
式
が

開
催
さ
れ
、
新
成
人
４
０
４
人
が

出
席
し
ま
し
た
。（
表
紙
写
真
）

　

鴨
島
鳳
翔
太
鼓
の
演
奏
に
引
き

続
き
、
中
学
時
代
の
恩
師
か
ら
の

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
上
映
さ
れ

ま
し
た
。
教
え
を
受
け
た
中
学
校

の
先
生
方
の
姿
が
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
出
さ
れ
る
と
、
新
成
人
か
ら

は
大
き
な
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
市
長
や
来
賓
の

方
々
の
祝
辞
を
受
け
、
新
成
人
を

代
表
し
て
貞
野
有
美
さ
ん
（
山
川

町
）
が
、「
混
迷
を
極
め
る
政
治
経

済
状
況
の
中
で
、
ど
う
生
き
て
い

き
何
が
で
き
る
の
か
を
真
剣
に
考

え
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

！ 定額給付金の給付をよそおった
　「振り込め詐欺」や
　「個人情報の詐取」にご注意ください。

　現在、国において審議されています「定額給付金」の給付をかたった詐欺行為が危ぶまれ
ています。具体的な手続きや給付方法が決定された場合は、改めて周知いたしますので、ご
自宅や職場などに市役所や総務省（の職員）などをかたった不審な電話がかかってきたり、
郵便が届いたりしたら下記までご連絡ください。

●市役所や総務省などがＡＴＭの操作をお願いし、「定額給付金」給付のための手数料などの
　振り込みを求めることは絶対にありません。
　また、他人からお金を振り込んでもらうことは絶対にできません。
●その他、世帯構成や銀行口座などの個人情報にも十分にご注意ください。

【消費者問題・多重債務問題　相談窓口】　市総務課　総務係 ☎　  223122○
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広報よしのがわ

　

平
成
21
年
１
月
以
降
に
産
科
医

療
補
償
制
度
に
加
入
す
る
医
療
機

関
等
で
分
娩
し
た
場
合
、
出
産
育

児
一
時
金
は
従
来
の
35
万
円
か
ら
、

38
万
円
と
な
り
ま
す
。（
た
だ
し
、

こ
の
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
医

療
機
関
等
で
の
分
娩
、
ま
た
は
在

胎
週
数
22
週
未
満
の
場
合
等
に
は

加
算
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
）

　

一
時
金
の
申
請
に
は
こ
の
制
度

の
対
象
と
な
る
分
娩
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
た
め
、
領
収
書
（
こ

の
制
度
対
象
分
娩
を
証
明
す
る
ス

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

の
対
象
者
で
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
障
害
認
定
を
受
け
た
こ
と

重
度
心
身
障
害
者
保
険

料
助
成
事
業

国
民
健
康
保
険
出
産
育

児
一
時
金
に
つ
い
て

◆
保
険
料
は
大
切
な
財
源
で
す

　

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
）
で
は
、
原
則
と
し
て

被
保
険
者
全
員
が
保
険
料
を
納
め

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
納
め
る
保
険
料
は
、

公
費
や
現
役
世
代
の
支
援
金
と
と

も
に
、
医
療
費
の
大
切
な
財
源
と

な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
納
期
限
内
の
納

付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
納
付
書
で
納
付
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ
！

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？　

も
う
一
度
！　

確
認

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
国
保
年
金
課  

☎
㉒
２
２
１
３

タ
ン
プ
印
が
押
さ
れ
た
も
の
）
の

コ
ピ
ー
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
こ
の
領
収
書
の
コ
ピ
ー
の
な

い
場
合
は
、
一
時
金
の
額
は
35
万

円
と
な
り
ま
す
。

　

受
取
代
理
に
よ
る
申
請
の
場
合

は
、
医
療
機
関
等
か
ら
前
記
ス
タ

ン
プ
印
の
押
さ
れ
た
請
求
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
領
収
書
の
添

付
は
不
要
で
す
。

　

産
科
医
療
補
償
制
度
は
、
妊
産

婦
が
掛
け
金
（
３
万
円
）
を
医
療

機
関
等
を
通
し
て（
財
）日
本
医
療

機
能
評
価
機
構
に
支
払
う
こ
と
で
、

分
娩
に
係
る
医
療
事
故
に
よ
り
脳

性
麻ま

痺ひ

と
な
っ
た
子
と
そ
の
家
族

の
経
済
的
負
担
を
補
償
お
よ
び
産

科
医
療
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と

等
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
国
保
年
金
課  

☎
㉒
２
２
１
３

③
市
内
に
２
年
以
上
住
所
を
有
す

る
方
の
子
。
父
・
母
と
も
に
い
な

い
方
は
、
本
人
が
市
内
に
住
所
を

有
す
る
こ
と
。

貸
与
月
額

○
高
等
学
校　

県
立
高
等
学
校
の

全
日
制
課
程
の
授
業
料
に
相
当
す

る
額
（
１
０
０
０
円
未
満
端
数
切

り
捨
て
）

○
国
立
大
学　

２
万
円

○
私
立
大
学　

２
万
５
０
０
０
円

貸
与
金
の
償
還

　

大
学
卒
業
の
場
合
は
15
年
以
内
、

高
校
卒
業
の
場
合
は
20
年
以
内
の

均
等
償
還

※
貸
与
金
は
無
利
子
で
す
。

必
要
書
類

①
奨
学
金
貸
与
申
請
書

②
所
得
証
明
書
（
子
ど
も
を
除
く

世
帯
員
分
）

③
住
民
票
の
写
し
（
世
帯
全
員
）

④
成
績
証
明
書

⑤
誓
約
書
な
ど

※
申
請
関
係
書
類
は
、
学
校
教
育

課
（
山
川
庁
舎
１
階
）
お
よ
び
各

支
所
地
域
課（
鴨
島
・
川
島
・
美
郷
）

に
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

３
月
２
日
㈪
〜
19
日
㈭

市
学
校
教
育
課  

☎
42
４
１
１
４

　

平
成
21
年
度
の
奨
学
金
貸
与
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
、
申
請
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

貸
与
条
件

①
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
進
学
す

る
こ
と
が
困
難
な
方

②
向
学
意
欲
が
お
う
盛
で
成
績
が

優
秀
な
方

　

造
林
用
苗
木
の
注
文
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

配
布
日
、
配
布
場
所
等
に
つ
い

て
は
、
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に

後
日
連
絡
し
ま
す
。

申
込
期
限　

２
月
27
日
㈮

市
林
業
振
興
課  

☎
43
２
１
１
２

阿
波
麻
植
森
林
組
合☎

㉕
３
９
４
７

使
用
者
も
労
働
者
も
、
必
ず

チ
ェ
ッ
ク
！　

最
低
賃
金

造
林
用
苗
木
の
申
し
込
み

奨
学
金
貸
与

普
通
徴
収（
納
付
書
払
い
）の

方
へ
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
納
付
の
お
願
い

危
な
い
よ　

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら　

登
下
校

尾
方　

凌
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
六
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

高齢者虐待　気づいたときは、まず通報

徳
島
県
の
最
低
賃
金  

６
３
２
円

産業別最低賃金件名 時間額
紡績、織物業 652円
造作材・合板・建築
用組立材料製造業 769円

はん用機械器具、生
産用機械器具、業務
用機械器具製造業

789円

電子部品・デバイス・
電子回路、電気機械
器具、情報通信機械
器具製造業

743円

区　

分

規
格

苗
長（
㎝
）
価
格（
円
）

す
ぎ
２
年
生

35
〜
65

90

ひ
の
き
２
年
生

35
〜
60

95

く

ぬ

ぎ

40
上

80

く
ろ
ま
つ

20
〜
40

58

苗
木
価
格
表
（
単
位
：
円
／
本
）

に
よ
り
保
険
料
が
増
額
と
な
っ
た

方
（
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
対

象
）
に
対
し
、
平
成
20
年
度
・
21

年
度
に
限
り
、
そ
の
増
額
分
が
助

成
さ
れ
ま
す
。

　

助
成
の
対
象
と
な
る
可
能
性
の

あ
る
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま

す
の
で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

市
福
祉
総
務
課　

障
害
福
祉
係

☎
㉕
６
６
１
３
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・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

122009年（平成21年）2月11日

広報よしのがわ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
信
号
機　

色
で
危
険
を　

お
し
え
て
る

田
中　

彰
寛
（
西
麻
植
小
学
校
六
年
）

犬のふんは持ち帰りましょう。飼い主としてのマナーを守りましょう。

　

友
達
同
士
で
ご
夫
婦
で
、
誘
い

合
っ
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
象
者　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

で
、
介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
な
い
方

利
用
期
間　

４
月
〜
６
月

実
施
場
所　

健
祥
会
イ
ン
デ
ィ
ペ

ン
デ
ン
ト
21
（
川
島
町
川
島
１
０

６-

２
）

利
用
料　

２
５
０
円
／
１
回

利
用
限
度　

各
コ
ー
ス
週
１
回

申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

※
申
請
書
等
は
介
護
保
険
課
（
川

島
庁
舎
1
階
）、支
所
地
域
課
（
鴨

島
・
山
川
・
美
郷
）
に
あ
り
ま
す
。

申
請
締
切　

３
月
13
日
㈮

運
動
の
内
容

水
中
運
動（
入
門
・
向
上
）コ
ー
ス

温
水
プ
ー
ル
で
歩
行
を
中
心
と
し

た
水
中
運
動

マ
シ
ー
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
入
門
・

向
上
）
コ
ー
ス

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
な
ど
を
使
用

し
た
マ
シ
ー
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

※
定
員
・
必
要
最
低
人
数
が
あ
り

ま
す
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
と
な
り
、
必
要
最
低
人
数
を
満

た
さ
な
い
場
合
は
希
望
の
グ
ル
ー

プ
を
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

迷
っ
た
ら
見
学
し
て
み
ま
し
ょ
う

　

参
加
を
迷
っ
て
い
る
方
の
見
学

を
歓
迎
し
ま
す
。
お
気
軽
に
施
設

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健
祥
会
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
21

　

☎
㉖
３
０
１
０

運
動
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
！

筋
力
ア
ッ
プ
教
室
「
パ
ワ

ー
・
デ
イ
」
参
加
者
募
集

障
害
程
度
区
分
認
定
調

査
業
務
嘱
託
員
募
集

鴨
島
温
泉「
鴨
の
湯
」嘱
託
職
員
募
集

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

募
集
人
数　

１
人

資
格
等　

障
害
程
度
区
分
認
定
調

査
員
研
修
修
了
者
お
よ
び
普
通
自

動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

職
務
内
容　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

申
請
者
へ
の
訪
問
調
査
を
行
う

月
額
賃
金　

16
万
５
０
０
０
円

勤
務
時
間　

週
30
時
間

雇
用
期
間　

４
月
１
日
か
ら
１
年

間
※
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
加
入

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
資
格
等
を
証

す
る
書
類
の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
、

福
祉
総
務
課
（
川
島
庁
舎
１
階
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

３
月
６
日
㈮
ま
で

選
考
方
法　

書
類
選
考
・
面
接

市
福
祉
総
務
課　

障
害
福
祉
係

☎
㉕
６
６
１
３

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、職
業
に
つ
い
て
の
知
識

や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指
導

※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

２
月
16
日
㈪
、
３
月
２
日

㈪
・
16
日
㈪

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

３
月
11
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

☎
㉔
２
１
６
６

巡
回
職
業
相
談

運動で楽しく介護予防！

問い合わせ
市介護保険課　地域支援係☎㉕6627

パワー・デイ質問箱
◆運動する自信がありません
　運動をしたことのない方でも、体力に合わせて自分のペース
で運動できます。
◆交通手段がありません
　施設独自の送迎サービスがあります。施設までお問い合わせ
ください。
◆一緒に行く友達がいない
　一人で参加される方もいますので、友人のできるチャンスです。
◆終了した後も継続して利用したい
　入門コース終了後は向上コースに参加できます。その後は、
施設独自のサービスや、市内のスポーツ施設をご利用ください。
◆水着を着るのが恥ずかしい
　水に入ると体型は見えませんので、ご安心ください。
◆泳げないのですが
　プールで行う水中運動は、水中歩行なので泳ぐことはありま
せん。指導者も近くにいるので安心です。
◆暖かいプールなので湯冷めしませんか？
　水温と室温の差が出すぎないように調整されています。

よくあるご質問・お悩みにお答えします

募
集
人
数　

若
干
名

職
務
内
容　

営
業
前
の
清
掃
・
準

備
、入
浴
受
付
、サ
ウ
ナ
マ
ッ
ト
交

換
、
そ
の
他
温
泉
施
設
一
般
業
務

月
額
賃
金　

12
万
６
５
０
０
円

勤
務
時
間　

週
30
時
間
／
１
日
２

交
代
制

雇
用
期
間　

平
成
21
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
22
年
３
月
31
日

＊
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
加
入

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、商
工
観
光
課（
市

役
所
２
階
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

３
月
10
日
㈫
ま
で

選
考
方
法　

書
類
選
考
・
面
接

商
工
観
光
課     

☎
㉒
２
２
２
６

問
い
合
わ
せ



13 2009年（平成21年）2月11日

広報よしのがわ

と
び
だ
す
な　

危
険
が
い
っ
ぱ
い　

見
え
な
い
と
こ
ろ

上
田　

美
緒
（
知
恵
島
小
学
校
六
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

○
洋
画　
　
　
（
下
時
治
郎
秀
臣
）

受
付
期
間　

２
月
23
日
㈪
〜
３
月

22
日
㈰
（
先
着
順
で
、
定
員
に
満

た
な
い
講
座
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
受
け
付
け
し
ま
す
）

受
付
場
所　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

10
回
コ
ー
ス
４
２
０
０

円
／
20
回
コ
ー
ス
８
４
０
０
円

（
受
講
料
の
ほ
か
に
別
途
材
料
費

等
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

★
詳
し
い
内
容
は
、
講
座
案
内
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
公
民
館
等
、
市

内
各
文
化
施
設
に
設
置
し
ま
す
。

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会　
　

☎
㉔
３
７
２
５
（
鎌
田
）

連
絡
先

出
演
者　

農
民
ズ
、
宮
城
愛
＋
楽

々
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ン
ド
、
ム
ク
ウ

と
き　

２
月
22
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜

と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人
ホ

ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内（
雨
天
決
行
）

ま
ち
か
ど
美
術
館

　

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
商
店
街
の
店
舗

に
鴨
島
美
術
グ
ル
ー
プ
や
ア
マ
チ

ュ
ア
の
画
家
・
写
真
家
等
の
作
品

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

第
1
1
2
回
ま
ち
か
ど

コ
ン
サ
ー
ト

精
神
保
健
福
祉
相
談

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

と
き　

２
月
21
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

講
師　

島
田
さ
ん
（
徳
島
大
学　

臓
器
病
態
外
科
教
授
）

募
集
人
数　

20
人
（
先
着
順
）

　

桃
の
節
句
に
飾
る
花
を
生
け
ま
す
。

と
き　

２
月
28
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

研
修
室
２

講
師　

土
屋
敏
子
さ
ん
（
未
生
流

笹
岡
）

材
料
費　

１
０
０
０
円

準
備
物　

花
ば
さ
み

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

主
催　

市
文
化
協
会

　

┃
ゆ
と
り
あ
る
生
活
、
い
き
が

い
の
あ
る
人
生
を
求
め
て
┃

受
講
期
間

　

４
月
６
日
㈪
〜
９
月
５
日
㈯

　

10
回
コ
ー
ス

☆
印
は
新
規
講
座
、（　

）内
は
講
師
名

☆
七
宝
焼
き　
　
　
（
山
田
和
子
）

☆
生
け
花（
池
坊
）（
石
原
登
志
子
）

○
オ
カ
リ
ナ　
　
　
（
森
見
美
子
）

○
自
然
の
素
材
を
織
る

　
　
　
　
　
　
　
（
島
田
ひ
ろ
み
）

○
素
敵
な
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
松
本
加
容
子
）

○
短
歌　
　
　
　
　
（
楠
本
邦
利
）

○
文
学
の
小
径（
宮
久
保
美
恵
子
）

と
き　

２
月
28
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

調
理
室

と
き　

２
月
23
日
㈪
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
45
分　

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

講
師　

谷
本
大
作
さ
ん

参
加
費　

無
料

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
リ
ハ
ー
サ
ル

を
観
賞
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
き　

２
月
28
日
㈯
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

３
階
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

主
催　

徳
島
Ａ
Ｊ
Ｅ
Ｔ

○
手
編
み
手
芸（
後
藤
田
八
重
子
）

○
篆て
ん

刻こ
く　

　
　
　
　
（
射
場
博
子
）

○
ね
ん
ど
の
花
ク
レ
イ
ア
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
（
石
田
百
合
子
）

○
花
で
生
活
を
楽
し
む

　
　
　
　
　
　
　
（
近
藤
佐
起
江
）

○
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
理
恵
）

○
ビ
デ
オ　
　
　
（
牧
本
美
代
子
）

　

20
回
コ
ー
ス

☆
生
け
花
（
桑
原
専
慶
流
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
武
田
視
子
）

☆
日
本
舞
踊　
　
　
　
（
芝
幸
恵
）

○
茶
道
（
表
千
家
）（
河
野
友
子
）

○
藍あ

い

染
め　
　
　
　
（
藤
井
和
栄
）

○
木
目
込
人
形　
　
（
小
林
鳳
美
）

○
着
物
着
付
け　
　
（
桑
田
律
子
）

○
さ
く
ら
初
級
長
唄
三
味
線

　
　
　
　
　
　
　
　
（
春
名
完
二
）

○
実
用
書
道　
　
　
（
寺
内
金
子
）

○
書
道
入
門　
　
　
（
熊
代
厚
子
）

○
書
に
親
し
む　
　
（
武
市
鳴
雲
）

○
水
墨
画　
　
　
　
（
久
米
芳
邦
）

○
初
級
太
極
拳　
　
（
村
上
恵
子
）

○
16
式
太
極
拳　
　
　
　
（
黄
麗
）

○
大
正
琴　
　
　
　
（
山
本
源
淑
）

○
陶
芸　
　
　
　
　
　
（
笠
井
享
）

○
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
キ
ル
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
（
薩
摩
利
子
）

○
民
謡　
　
　
　
（
藤
本
秀
森
寿
）

○
民
謡
三
味
線　
（
藤
本
秀
森
幸
）

○
や
さ
し
い
ヨ
ー
ガ（
富
山
雅
代
）

健
康
教
室　

肝
臓
ガ
ン
な
ん
か

に
負
け
な
い
そ
の
予
防
と
治
療

そ
こ
が
も
っ
と
知
り
た
い

家
電
の
省
エ
ネ
ス
ト
ッ
プ
ザ
温
暖
化

英
語
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル　

チ
ャ
ー

リ
ー
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場

平
成
２１
年
度
前
期

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
講
座
案
内

子
ど
も
料
理
教
室

親
子
生
け
花
教
室

佐
々
木
音
楽
教
室
ピ
ア
ノ
発
表
会

来
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
募
集

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

と
き　

３
月
１
日
㈰
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　

３
階
ホ
ー
ル

主
催　

佐
々
木
音
楽
教
室

入
場
料　

無
料

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
㉒
０
０
１
５

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

やめようポイ捨て！　わたしたちのまちを美しく

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

吉
野
川
保
健
所
で
は
、
心
の
健

康
に
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
お
ら

れ
る
方
や
そ
の
家
族
の
方
、
高
齢

の
方
な
ど
を
対
象
に
、
精
神
科
医

師
や
保
健
師
に
よ
る
心
の
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

毎
週
金
曜
日
の
午
後
、
予
約
制

で
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

申
し
込
み
の
際
は
吉
野
川
保
健
所

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
保
健
所　

健
康
増
進
担
当

☎
㉔
１
１
１
４

　

趣
味
や
才
能
を
生
か
し
て
、
長

期
、
ま
た
は
単
発
の
教
室
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
を
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

鴨
島
公
民
館　

  

☎
㉔
５
１
１
１

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み



平成21年度がん集団検診のご案内平成21年度がん集団検診のご案内

142009年（平成21年）2月11日

広報よしのがわ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》「
気
を
つ
け
て
！
」　

安
全
ね
が
う　

母
の
声

近
久　

大
成
（
川
島
小
学
校
三
年
）

平成21年度がん集団検診のご案内平成21年度がん集団検診のご案内平成21年度がん集団検診のご案内
　平成21年度のがん集団検診は、4月（5日間）、7～9月（4日間）、11月（1日間）で実施いた
します。医療保険の種別にかかわらず該当年齢の方が対象となります。
　4月は下記のとおり予定していますので受診を希望される方は3月2日（月）～19日（木）までに健
康推進課（川島庁舎1階）へお電話でお申し込みください。

＊申し込み受付時間：8時30分～17時15分、土・日・祝日を除く

　なお、7～ 9月、11月のがん集団検診の詳しい内容につきましては、その都度広報等でお知ら
せします。

※子宮がん検診については、医療機関での個別検診になります。詳細については、広報よしのがわ
　でお知らせします。

【検診内容・個人負担金】

【とき・ところ】

4月  8日（水） ふるさとセンター（美郷）

4月  9日（木） 鴨島公民館

4月11日（土） アメニティセンター（山川）

4月15日（水） 市川島庁舎

4月18日（土） 鴨島公民館

【受付時間】

午前9時～11時

検診項目 内　容
対象者

平成21年度（平成21年4月1日～平成
22年3月31日）に該当年齢に達する方

個人負担金

胃 が ん 検 診
バリウムによるレント
ゲン撮影

40歳以上 900円

大 腸 が ん 検 診 採便2日法 40歳以上 500円

乳腺・甲状腺検診
乳房のレントゲン撮影
および視触診

40歳以上の女性で平成20年度乳
腺・甲状腺検診を受けていない方

1,300円

●問い合わせ　市健康推進課　☎　  6615○25

●問い合わせ　市国保年金課　☎　  2213○22

◆がん検診を受ける際の注意事項
・申し込みをいただいた方に、受診券、問診票等を
　お送りします。

・詳しい内容等につきましては、お問い合わせくだ
　さい。

・つぎの方は自己負担が免除されます。
＊70歳以上（昭和15年3月31日以前に生まれた方）
＊市民税非課税世帯の方
＊生活保護受給者

吉野川市国民健康保険に加入の方へ

　平成21年度も40～74歳になる被保険者（※）を対象に特定健診を実施します。特定健診は医療機
関健診、集団健診、日帰りドック健診のいずれかで受診することができます。日帰りドック健診を7
月～10月で予定していますので、受診を希望される方は、がん検診を受診しないようお願いします。
詳細については、広報よしのがわ4月号に掲載しますのでご確認の上、お申し込みください。

（※）平成21年4月1日現在、吉野川市国民健康保険に加入している方で、健診日においても加入している方

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰



●問い合わせ　市健康推進課　　○256615

　吉野川市では、栄養や食生活、運動、心の健康につい
て楽しく学習し、修了後は食生活改善推進員（ヘルスメ
イト）となって活動してくださる方を養成しています。

食生活改善推進員養成講座

ヘルスメイトとは、
　・食生活改善
　・運動推進
　・心の健康
をめざして、地域の健康づくりに
取り組むボランティアです。
自分の健康は自らの手で守る、家
族の健康は家族で守りあい、地域
の健康は地域のみんなで支え合い
ましょう。

☆栄養バランスのとれた食事

☆ジュース・果物の糖度測定

1日にどれくらい
食べたらいいのかな？

1回のご飯の量は…??

背筋が伸びて、
気持ちいいなぁ
（*^_^*）

・鶏ささみねぎ味噌チーズ焼き
・切り干し大根のナムル
・ スキムミルク入りかき玉汁

カルシウム
200mg

腹筋が…!!

運動実習調理実習

身体のしくみ・栄養の話

平成21年度の予定につい
ては、広報よしのがわで
お知らせします。

平成20年度の
講座の様子を
ご紹介します。

栄養ドリンク1本に
19gも糖分が入って
るんだなぁ（̃õ）
　※１日の砂糖
　　目安量20g

15 2009年（平成21年）2月11日
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と
ま
る　

み
る
、
か
な
ら
ず
や
ろ
う　

つ
う
が
く
ろ

濱
田　

健
祐
（
学
島
小
学
校
一
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

「古紙」は大切な「資源」です。紙のリサイクルを徹底しましょう！
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
止
ま
る
だ
ろ
う　

思
う
心
が　

事
故
ま
ね
く

合
嶋　

柾
（
山
瀬
小
学
校
六
年
）

　

今
回
は
介
護
保
険
の
現
状
を
ご
紹
介
す

る
最
終
回
で
す
。
介
護
給
付
費
の
平
成
20

年
度
見
込
額
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。

  
1　

施
設
サ
ー
ビ
ス
、地
域
密
着
型

　
　

  
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
は
県
内
7
番
目

　

前
回
で
お
知
ら
せ
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
で
す
が
、
吉
野
川
市
は
県
内
で
は

ど
れ
く
ら
い
の
位
置
に
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
サ
ー
ビ
ス
別
に
利
用
者
１
人
あ
た
り

の
月
間
給
付
費
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

吉
野
川
市
は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
は
全
国

平
均
、
徳
島
県
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
県
平
均
は

わ
ず
か
に
下
回
る
も
の
の
、
全
国
平
均
は

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
（
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
）
は
、
徳
島
県
は
全
国
平
均

を
大
き
く
上
回
り
、
47
都
道
府
県
中
２
番

目
、
ま
た
吉
野
川
市
は
そ
の
徳
島
県
平
均

を
も
上
回
り
、
県
内
24
市
町
村
中
７
番
目

に
高
い
数
字
を
示
し
て
い
ま
す
。
全
国
平

均
に
比
べ
る
と
、
３
万
８
０
０
０
円
以
上

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

  

2　

平
成
２０
年
度
給
付
費

　
　

  

見
込
み
は
３８
億
円

　

介
護
給
付
費
全
体
の
推
移
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

平
成
18
年
度
は
、
施
設
入
所
者
の
食
費

な
ど
が
介
護
給
付
費
か
ら
外
さ
れ
自
己
負

担
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
横
ば
い

状
態
で
す
が
、
平
成
19
年
度
以
降
は
、
急

激
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
は

平
成
19
年
度
よ
り
１
億
９
千
万
円
増
加
の
、

38
億
８
２
３
４
万
円
に
及
ぶ
見
込
み
で
す
。

　

こ
れ
は
、
認
定
者
の
介
護
度
が
上
が
っ

た
こ
と
と
、
低
所
得
世
帯
の
認
定
者
が
増

え
た
こ
と
に
加
え
、
上
で
紹
介
し
た
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
費
が
高
い
こ
と

も
要
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

  

3　

現
在
の
介
護
保
険
料
は

　
　

  

県
内
で
も
か
な
り
低
め

　

さ
て
、
こ
れ
ら
の
給
付
費
を
支
え
る
介

護
保
険
料
に
つ
い
て
で
す
が
、
現
在
吉
野

川
市
は
所
得
の
状
況
に
応
じ
て
６
段
階
に

分
け
て
計
算
し
て
い
ま
す
。
計
算
の
も
と

と
な
る
の
は
、
国
で
決
め
ら
れ
た
計
算
式

に
、
吉
野
川
市
の
数
値
を
当
て
は
め
て
出

し
た
「
基
準
額
」
で
す
。

　

こ
の
基
準
額
が
、
吉
野
川
市
は
５
万
１

５
０
０
円
。
月
額
に
す
る
と
、
４
２
９
３

円
で
す
。
県
平
均
は
４
８
６
１
円
で
、
県

内
の
市
町
村
と
比
較
す
る
と
、
24
市
町
村

中
20
番
目
に
位
置
し
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
出
費
は
高
い
方
、
収

入
は
低
い
方
と
な
っ
て
お
り
、
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
な
状
態
で
す
。

　

介
護
保
険
料
は
３
年
ご
と
に
見
直
し
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
が
進

み
、
増
加
し
て
い
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
量
に
対
応
す
る
た
め
、
ま
た
必
要
な
と

き
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ

う
、
サ
ー
ビ
ス
を
計
画
的
に
整
備
す
る
た

め
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
保
険
料
の
見
直

し
が
必
要
で
す
。

　

平
成
21
年
度
は
、
そ
の
保
険
料
改
定
の

年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

    

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！　

そ
の
更
新

　

要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
に
は
有
効

期
間
が
あ
り
、
期
間
を
過
ぎ
て
も
引
き

続
き
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
方

は
、
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

し
か
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
予

定
の
な
い
方
は
、
更
新
の
手
続
き
を
し

な
い
で
、
今
後
必
要
に
な
っ
た
時
点
で

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

更
新
か
ら
何
か
月
か
経
つ
と
、
自
分

の
体
の
状
態
や
環
境
も
変
化
し
て
お
り
、

当
時
認
定
を
受
け
た
介
護
度
と
か
け
離

れ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
で
は
自
分
の
体
の
状
態
に
応
じ
た
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
１
回
の
認
定
に
は
約
１
万
２

０
０
０
円
の
費
用
が
か
か
り
、
皆
さ
ん

の
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ざ
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、

よ
り
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
必
要
時
に
お
け
る
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

３
回
に
わ
た
っ
て
介
護
保
険
の
現
在
の

状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た

「
伸
び
続
け
る
給
付
費
〜
介
護
保
険
〜
」
は
、

今
回
で
終
了
で
す
。
少
し
介
護
保
険
に
関

心
を
も
っ
て
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
も
折
に
ふ
れ
、
誌
面
な
ど
で
ご
紹

介
・
ご
案
内
し
て
い
き
ま
す
。

伸び 続 け る 給付費③ ～介護保険～

サービス別利用者1人あたりの月間給付費

金額（万円）

（Ｈ20.1月サービス分）

居宅サービス

施設サービス

地域密着型
サービス

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

全国　　徳島県　　吉野川市　　

8.88.8

26.0

19.9

26.9  番26.9  番

22.322.3
23.723.7

26.726.7

7.36番7.36番
8.8

26.9

22.3
23.7

26.7

7.3
6.6

全国46番
県内18番

全国5番
県内7番

全国2番
県内7番

給付費の推移金額（万円）

年度H17

354,929
356,478

369,021

388,234

H18 H19 H20（見込み）
330,000

340,000

350,000

360,000

370,000

380,000

390,000

400,000

認定
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横
断
歩
道　

手
を
あ
げ
て　

交
通
事
故
を　

ふ
せ
ご
う
よ

原
田　

え
み
り
（
川
田
小
学
校
六
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

2月・3月の介護予防教室

2　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容

10 火
9：00～10：00 川島公民館学西分館 川　島

健　

康　

チ　

ェ　

ッ　

ク

13：00～14：30 牛島集会所 鴨　島
13 金 9：00～10：00 西麻植地区公民館 鴨　島
16 月 9：30～10：30 山瀬地区公民館 山　川 介 護 予 防 体 操
17 火 9：30～10：30 城戸下浦高開集落センター 美　郷 栄 養 改 善 講 座

18 水
9：30～10：30 中古井広域集落センター 美　郷
9：30～10：30 川島公民館近久分館 川　島

19 木 9：30～10：30 こだま会館 川　島 栄 養 改 善 講 座

23 月
9：30～10：30 川島公民館岡山分館 川　島 口腔（こうくう）ケア
13：30～14：30 知恵島老人憩の家 鴨　島

24 火
9：30～10：30 三山老人憩の家 美　郷 認知症サポーター講座
9：30～10：30 喜来老人憩の家 鴨　島 介 護 予 防 体 操

25 水 9：30～10：30 千田公会堂 鴨　島

26 木
9：30～10：30 東児島老人憩の家 川　島 栄 養 改 善 講 座
9：30～10：30 鴨島南部老人憩の家 鴨　島 介 護 予 防 体 操

27 金
9：30～10：30 鍛冶屋敷公会堂 川　島 栄 養 改 善 講 座
13：30～14：30 上谷集落センター 美　郷 栄 養 改 善 講 座

3　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容

3 火
9：30～10：30 川島公民館神後分館 川　島

健　

康　

チ　

ェ　

ッ　

ク

栄 養 改 善 講 座
13：00～14：30 川島公民館 川　島

4 水 9：30～10：30 中部農業構造改善センター 山　川

5 木
9：00～10：00 川島公民館二ツ森分館 川　島
13：30～14：30 瀬詰老人会館 山　川 栄 養 改 善 講 座

6 金 9：00～10：00 忌部農業構造改善センター 山　川 介 護 予 防 体 操

9 月
13：30～14：30 山川公民館 山　川 栄 養 改 善 講 座
13：30～14：30 飯尾敷地コミュニティセンター 鴨　島 介 護 予 防 体 操

10 火
9：00～10：00 川島公民館学西分館 川　島
13：30～14：30 牛島集会所 鴨　島

11 水
9：30～10：30 川島公民館近久分館 川　島
9：30～10：30 川島公民館久保田分館 川　島

13 金 9：30～10：30 三ツ島西公会堂 川　島 栄 養 改 善 講 座

●問い合わせ　市介護保険課　地域支援係　☎　  6627○25

あなたも介護予防教室へ

※健康手帳をご持参ください。
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康チェックの受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

　吉野川市内にお住まいの方なら、どなたでも、どの地区
の教室にでも参加できます。毎月の日程を広報よしのがわ
に掲載していますので、お気軽にお越しください。
　自分の体の状況を知り、介護予防に取り組みましょう。
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
安
全
は　

あ
な
た
の
気
持
ち　

た
だ
ひ
と
つ

青
木　

奈
菜
（
川
田
中
小
学
校
六
年
）

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　

             

☎
㉔
５
１
１
１

 

美
郷
図
書
室

 

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

  

☎
43
２
８
１
１

川
島
図
書
館  

☎
㉕
３
１
４
１

☆
話
題
の
図
書
☆

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
2
月
、3
月
の
休
室
日　

木
曜
日

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
２
月
、
３
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
振
替
休
日
（
２

月
12
日
㈭
）、
月
末
図
書
整
理
日

（
２
月
27
日
㈮
、
３
月
31
日
㈫
）

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

　

つ
ゆ
く
さ
に
よ
る
お
は
な
し
会

と
き　

３
月
７
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
２
時

と
こ
ろ　

図
書
館
２
階

山
川
図
書
館 

☎
42
５
２
２
２

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
２
月
、
３
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
２
月
27
日
㈮
、３
月
31
日
㈫
）、

年
間
図
書
整
理
日
（
３
月
３
日
㈫

〜
12
日
㈭
）

◆
お
は
な
し
会

２
月
14
日
㈯
、
３
月
14
日
㈯
午
後

１
時
30
分
か
ら
（
約
30
分
間
）

◆
映
画
会

２
月
21
日
㈯
、
３
月
21
日
㈯
の
午

後
２
時
か
ら
（
約
２
時
間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
２
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

◆
開
室
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
２
月
、
３
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日
、
年
度
末
図
書
整

理
日
（
３
月
19
日
㈭
〜
23
日
㈪
）

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の

新
刊
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ

ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

http://library.city.yoshi
nogaw

a.lg.jp/ilisw
ing/w

e/
opac/

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
２
月
13
日
㈮
・
20

日
㈮
・
27
日
㈮
、
３
月
６
日
㈮
・

13
日
㈮

★
山
川
図
書
館
と
川
島
図
書
館
の

新
刊
情
報
は
、
各
館
が
発
行
し
て

い
る
『
図
書
館
つ
う
し
ん
（
山
川

図
書
館
）』、『
新
刊
速
報
（
川
島

図
書
館
）』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
か
ら
／
鴨
島
公
民

館
２
階
絵
本
室
・
和
室
／
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
、
手
作
り
大
型
紙
芝
居
な
ど

◆
新
刊
情
報

『
土
井
徹
先
生
の
診
療
事
件
簿
』

　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
貴
久　

著

『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
身
代
金
』

　
　
　
　
　
　
　

奥
田
英
朗　

著

『
彼
女
に
つ
い
て
』

　
　
　
　
　
　

吉
本
ば
な
な　

著

『
ロ
シ
ア
・
シ
ョ
ッ
ク
』

　
　
　
　
　
　
　

大
前
研
一　

著

『
家
の
な
い
少
女
た
ち
』

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
大
介　

著

『
近
藤
典
子
の
収
納
の
基
本
』

　
　
　
　
　
　
　

近
藤
典
子　

著

『
彼
岸
花
』　　

宇
江
佐
真
理　

著

『
巣
立
ち
』　　
　

諸
田
玲
子　

著

『
東
天
の
獅
子
第
３
巻
』

　
　
　
　
　
　
　
　

夢
枕
獏　

著

『
イ
ン
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
』

　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
容
子　

著

『
誤
審
』　　
　
　
　

麻
野
涼　

著

『
パ
ソ
コ
ン
探
偵
の
名
推
理
・
完

全
版
』　　
　
　
　
内
田
康
夫　

著

『
十
津
川
警
部
捜
査
行
13
』

　
　
　
　
　
　

西
村
京
太
郎　

著

『
悼
む
人
』　　
　

天
童
荒
太　

著

『
女
神
記
』　　
　

桐
野
夏
生　

著

『
伴
天
連
の
呪
い
』　

逢
坂
剛　

著

『
ま
ず
石
を
投
げ
よ
』

　
　
　
　
　
　
　

久
坂
部
羊　

著

『
ス
ナ
ッ
チ
』　　

西
澤
保
彦　

著

『
粗
茶
を
一
服
』　

山
本
一
力　

著

『
チ
ェ
ー
ン
・
ポ
イ
ズ
ン
』

　
　
　
　
　
　
　

本
多
孝
好　

著

『
元
職
員
』

　
　
　
　
　
　
　

吉
田
修
一　

著

◆
児
童
書
・
絵
本

『
ま
い
な
す
』　　

太
田
忠
司　

著

『
十
一
月
は
変
身
！
』

　
　
　
　
　
　
　

後
藤
竜
二　

著

『
１
ね
ん
１
く
み
１
ば
ん
ジ
ャ
ン

プ
！
』        　

  

後
藤
竜
二　

著

『
や
ま
ん
ば
あ
さ
ん
と
な
か
ま
た

ち
』                

富
安
陽
子　

著

『
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
と
き
ょ
う
ふ

の
昆
虫
軍
団
』　

　
　
　
　
　
　

水
木
し
げ
る　

著

『
忍
た
ま
乱
太
郎
へ
ん
な
ド
ク
た

ま
の
段
』 　
　

尼
子
騒
兵
衛　

著

『
忍
者
サ
ノ
ス
ケ
じ
い
さ
ん
わ
く

わ
く
旅
日
記
13
』

　
　
　
　
　

な
す
だ
み
の
る　

著

『
ま
じ
ょ
子
と
ピ
ン
ク
の
お
ば
け

ひ
め
』        　

  

藤
真
知
子　

著

『
花
の
か
み
か
ざ
り
』

　
　
　
　
　

い
も
と
よ
う
こ　

著

え
ど
の
こ
ど
も
の
く
ら
し

　
　
　
　
　
　
　

岡
本
一
郎　

著

天
地
人　

上
・
中
・
下

　
　
　
　
　
　
　

火
坂
雅
志　

著
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信
号
は　

青
に
な
っ
て
も　

確
認
だ

岸
上　

翔
（
川
田
西
小
学
校
六
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

い
じ
め

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

親
の
役
割
は
重
要
で
す
！

い
じ
め
は

早
期
発
見
が
大
切
で
す

子
ど
も
は
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を

発
し
て
い
ま
す

平成21年１月１日現在

市民のうごき
　　　住民基本台帳（前月比）　外国人登録（前月比）

　計　　45,691人　 （－ 15）

　男　　21,680人　 （－   1）

　女　　24,011人　 （－ 14）

世帯数　17,253世帯 （＋   2）

※ 65歳以上人口

　　　計 12,895人　男 5,243人　女 7,652人

368人 （－5）

59人 （－4）

309人 （－1）

343世帯 （－2）

※
累
計
は
平
成
20
年
１
月
か
ら
の
も
の

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

火　　災

11
月 1件

累
計 15件

救急出動

11
月127件

累
計1454件

〈人  権  相  談〉
２月12日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
２月17日㈫ 13：30～16：00 川島庁舎201会議室
２月17日㈫ 13：30～16：00 山川庁舎講堂
３月12日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
３月17日㈫ 13：30～16：00 川島庁舎201会議室
３月17日㈫ 13：30～16：00 美郷庁舎大会議室
３月24日㈫ 13：30～16：00 山川庁舎講堂

〈行  政  相  談〉
２月12日㈭   9：00～12：00 市役所1階相談室
２月19日㈭ 13：00～16：00 美郷庁舎2階会議室
３月２日㈪ 10：00～12：00 山川庁舎１０１会議室
３月３日㈫ 13：00～16：00 川島公民館会議室
３月12日㈭   9：00～12：00 市役所1階相談室

〈司法書士会による無料法律相談〉
２月20日㈮ 10：00～12：00 市役所1階相談室

け
し
ゴ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鴨
島
小
学
校　

笠
井　

桃
子

頭
を
ゴ
シ
ゴ
シ
け
ず
ら
れ
て

白
い
体
に
ら
く
が
き
だ

穴
あ
け
ら
れ
た
り　

切
ら
れ
た
り

そ
ん
な
や
つ
ら
も
い
る
ら
し
い

最
初
の
こ
ろ
は
大
切
に

し
て
く
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が

三
日
も
た
て
ば
も
う
こ
れ
だ

も
っ
と
大
事
に
し
て
ほ
し
い

け
し
ゴ
ム
の
人
生
き
び
し
い
な

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
第
３
号
よ
り
）

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

き
っ
か
け
に
、
集
団
で
か
ら
か
っ

た
り
、
無
視
し
た
り
、
多
く
の
子

ど
も
は
、
い
じ
め
を
注
意
し
た
く

て
も
、
そ
の
こ
と
で
今
度
は
自
分

が
い
じ
め
の
標
的
に
な
る
こ
と
を

恐
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
子
ど
も
で
も
い
じ
め
を
受

け
る
可
能
性
が
…

　

地
域
や
学
校
で
い
じ
め
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
自
殺
に
追
い
込
む

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
い
じ
め
の
特
徴
は
、
ど

ん
な
子
ど
も
で
も
被
害
者
に
も
加

害
者
に
も
な
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
小
さ
な
失
敗
を

　

多
く
の
子
ど
も
は
、
い
じ
め
に

遭
っ
て
も
親
や
先
生
に
打
ち
明
け

ら
れ
な
い
で
い
ま
す
。
加
害
者
か

ら
「
告
げ
口
を
し
た
」
と
言
わ
れ
、

さ
ら
に
い
じ
め
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト

す
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
か
ら
で

す
。
こ
の
状
況
が
、
い
じ
め
の
発

見
を
遅
ら
せ
る
原
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

子
ど
も
の
モ
ラ
ル
の
低
下

　

中
学
生
を
対
象
と
し
た
あ
る
調

査
に
よ
る
と
、「
ク
ラ
ス
の
い
じ

め
を
見
な
い
ふ
り
を
す
る
」「
深

夜
の
コ
ン
ビ
ニ
に
た
む
ろ
し
て
い

る
と
こ
ろ
を
大
人
に
注
意
さ
れ
て

も
、
従
わ
な
い
」
と
い
う
回
答
が

い
ず
れ
も
過
半
数
を
超
え
、
子
ど

も
の
善
悪
を
判
断
す
る
意
識
の
希

薄
が
伺
え
ま
す
。

　

口
数
が
減
り
、
学
校
の
話
を
し

な
く
な
る
、
部
屋
に
こ
も
る
よ
う

に
な
る
、
服
装
が
汚
れ
て
い
る
な

ど
、
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
づ
い

て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
の
様
子
に

常
に
気
を
配
り
、
変
化
が
あ
っ
た

と
き
は
、「
何
か
あ
っ
た
の
？
」

と
聞
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
い
じ

め
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
親
が
最

後
ま
で
守
り
抜
く
約
束
を
し
て
、

一
刻
も
早
く
学
校
や
少
年
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
６
６
２
０  

℻  
㉕
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/ikuse

icenter/

徳
島
県
警
察
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー

☎
０
８
８
（
６
２
３
）
７
３
２
４
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広
報
よ
し
の
が
わ

広
報
よ
し
の
が
わ

広
報
よ
し
の
が
わ
2

2009年（
平
成
21年

）2月
号

通
巻
53号

発
行
／
吉
野
川
市
　
編
集
／
総
務
部
秘
書
企
画
課

〒
776-8611  徳

島
県
吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
115-1

TE
L 0883-22-2221　

FA
X
 0883-22-2244　

U
R
L  http://w

w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp/
E
-m
ail  m

ail@
city.yoshinogaw

a.lg.jp
再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
。

広報誌に広告を掲載しませんか？
「広報よしのがわ」は市内の全世帯に約18,000
部配布されており、大きな宣伝効果が期待され
ます。企業や商品の宣伝に、ぜひご活用ください。
詳しくは、秘書企画課（市役所３階）までお問
い合わせになるか、市ホームページをご覧ください。

問い合わせ　☎㉒２２２１　℻  ㉒２２４４
ホームページアドレス
http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/index.asp

●平日／17時～23時　　●休日／8時～23時
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課☎㉕6615

医　院　名 電話番号 2月 3月

松 永 医 院 42－2110 10 21

三木リハビリテーション病院 42－6616 ⑪ 16

四 宮 医 院 25－2016 12 19

矢 田 医 院 25－2006 13 24

木村内科胃腸科 24－6413 14 25

岡田医院（川島） 25－3566 ⑮
谷 医 院 42－2353 16 26

筒井クリニック 24－3300 17 27

鈴木内科（敷地） 24－5880 18 28

鈴木内科（喜来） 24－3413 19 31

阿 部 整 形 外 科 24－4880 20 30

岸 整 形 外 科 25－3133 21

糸田川クリニック 24－7555 ㉒
鴨 島 病 院 24－6565 23

富 本 医 院 42－3123 24

医　院　名 電話番号 2月 3月

工 藤 内 科 医 院 42－3113 25

島 野 外 科 内 科 25－3060 26

高橋皮膚科クリニック 24－5122 27

井 内 内 科 24－3070 28

梶本胃腸科内科 24－2413 ①
杏 和 医 院 22－0333 2

中西内科クリニック 42－6755 3

いぬい産科婦人科クリニック 22－1230 4

鴨島耳鼻咽喉科 24－8070 5

リバーサイドクリニック岡田 24－8884 6

石原内科循環器科 24－2536 7

和田耳鼻咽喉科 24－2566 ⑧
グリーン耳鼻咽喉科 24－2488 9

森 住 内 科 医 院 22－3010 10

山下耳鼻咽喉科クリニック 42－7533 11

医　院　名 電話番号 2月 3月

麻名内科外科クリニック 26－0020 12

さ く ら 診 療 所 42－5520 13

かなめ小児科内科クリニック 26－0310 14

石 原 小 児 科 24－2388 ⑮
美 摩 病 院 24－2957 17

渡 辺 医 院 24－7177 18

糸 田 川 眼 科 24－2531 ⑳
古本内科クリニック 24－7377 ㉒
杉 山 医 院 25－2802 23

後 藤 田 外 科 24－2720 ㉙

小児救急医療体制 

休日 ･夜間在宅当番医表

2・3月

日曜日の9時～18時、小児科専門医が診てくれます。
●麻植協同病院　　　　     ☎㉔2101
●阿波病院（第1･3･5週だけ）☎365151

お　　　　詫　　　　び

　この度、吉野川市役所において、公金着服事件が判明いたしました。
　事件は、本市元職員が、以前に配属されていた市民部市民生活課において、レジスターの
不正操作を行い、払い戻し処理をすることにより住民票等発行手数料（３，８３１，６００円）
を長期にわたり着服したもので、１月２５日付で「懲戒免職」処分としたものでございます。
　このことは、法を犯してはならない立場にある公務員として、許されざる行為であり、こ
のような不祥事が起きたことを、誠に申し訳なく、市民の皆様に深くお詫びを申し上げます。
また、このような不祥事を未然に防止することができず、長期にわたり不正を把握できなかっ
たことに対しましても、重ねてお詫びを申し上げます。
　なお、私をはじめとする管理監督職員の処分につきましては、速やかに行いたいと考えて
おります。
　今後、このようなことのないよう、法令順守はもとより、再発防止策を速やかに講ずると
ともに、公金の重みを改めて深く自覚するよう指導し、皆様の信頼回復に努めて参ります。
　誠に申し訳ございませんでした。
　　平成２１年１月２６日

吉野川市長　　川真田　哲　哉


